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研究紹介：これまでに、⼈⼯細胞膜(リポソームや平⾯リン脂質⼆重膜)研究にマイク
ロデバイス技術を取り⼊れることで、⾃⼰組織的な構成法では難しかった細胞の脂質
組成を模倣した⼈⼯細胞膜作製に成功している。その⼈⼯細胞膜を⽤いて⽣体分⼦
(タンパク質やペプチド)との相互作⽤の観察が可能になった。本研究では、改変した
膜タンパク質をマイクロデバイス内で形成した⼈⼯細胞膜へ再構成させることで、分
⼦夾雑下での⽬的⽣体分⼦の検出系を構築する。⽣体分⼦検出部分を変えることで、
様々な種類の⽣体分⼦(DNA、ペプチド、タンパク質)の検出を⽬指す。 
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